









平 成15年 度 意 匠 学 会 賞 お よ び 意 匠 学 会 論 文 賞 選 考 結 果 の 報 告
意匠学会各賞に関する規定に基づき,6月30日を締め切 り日として学会各賞候補の推薦を
募集 したところ,期 限までに届いた推薦書は各賞それぞれ少数であった。そこで,選考委員会
では規定に沿 って委員の推薦により数候補を選考 リス トに加えることとした。最終的には,
「意匠学会賞」の候補者3名,「意匠学会論文賞」の候補者6名 があげられた。選考委員会は慎
重審議の結果,本 年度の各賞には下記の受賞者がふさわ しいと判断 した。その結果を意匠学会
委員会に報告 し,承認を得て決定 した。


























1993年テオ ・ファン ・ドゥースブルフ 「新 しい造形芸術の基礎概念』























るいは日本のデザイ ン史研究を超えた,よ り普遍的な価値を有 している。以上の理由か ら 「関
西モダンデザイン前史』の著作が学会賞にふさわしい業績であると判断された。
「意匠学会論文賞」
受賞者 菅 靖子 埼玉大学教養学部助教授




1968年福岡県 に生 まれ る
1992年東京大学教養学部卒業
1994年東京大 学総合文化研究科修士課程修了
1998年 ロイヤル ・カ レッジ ・オ ヴ ・アー ト人文学科デザイ ン史専攻博士課程修了
1999年東京大 学総合文化研究科博士課程単位取得満期退学
埼玉大学教養学部専任講師






1999年 「アー ツ ・ア ン ド ・クラフ ツ運 動 とモ ダニ ズムのは ざまで 一 チ ャールズ ・




2000年 「表象 に見 る通信技術:1930年代 イ ギ リス逓信省 の 「威信」広報政策」『技術
と文明』第21冊,日 本産業技術史学会
2000年 「両大 戦間期のアー ツ ・ア ン ド・ク ラフツ展覧協会 とスウ ェーデ ン」『デザ イ
ン理論』No.39,意匠学会





2003年 「「美術製造」 の周縁 一19世 紀半 ばのマ ンチ ェスターにおける芸術振興 とデ
ザイ ン学校 一 」『デザイ ン史学』第1号,デ ザイ ン史学研究会




2002年マル コム ・バーナー ド著 『アー ト,デザイン,ヴ ィジュアル ・カルチャー一
社会を読み解 く方法論』アグネ承風社(共 訳,永 田喬)
授賞理由
本論文は,イ ギリスにおいて,個 々のデザインをスタイルの統一を意識 してコーディネイ ト
した室内装飾がパ ッケージされて,家庭雑誌や三次元的な手引きなど,見せ方を工夫 しながら,
中流階級へ浸透 してゆくプロセスについて解明した貴重な研究である。






りわけ女性の視点が取 り込まれており,このようなデザイン研究を通 して近代の読み直 しも可
能であることを示唆 している。
本論文に先立つ一連の論文は豊富な資料の精緻な読みを通 してイギ リスのデザインを再考 し
ており,その蓄積がこの成果へ展開したと考えられる。
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